



The Post -War Deep-sea Fishing Industry :
Crews of mixed nationality and a shortage of Japanese successors















　昭和 43（1968）年、大島中学校卒業生の進路では、遠洋漁業就業者は 17 名もいたが、
同 48（1973）年以降中卒船員は年々減少していった。







頃からである。当初は 2 、3 人の混乗であったが、最近では船長・機関長などの法定職員
を除き、他はすべて外国人で操業する船も出てきている。








　長い間続いた太平洋戦争は、昭和 20（1945）年 8 月 15 日に突然終戦となった。













　敗戦により国の政治も経済も、連合軍（以下 GHQ と略称）の管理下におかれ、GHQ から占領政
策命令が次々と出された。8 月 20 日には漁船を含む 100 トン以上の船舶の行動は全面禁止命令が出




したのである。これによって、日本の操業面積は戦前の 8 分の 1 に制限された。
　しかし、日本の戦後復興の見地から徐々に拡張されていった。第 1 次拡張は、昭和 20（1945）年
9 月 27 日に行われ、2 次拡張は翌 21（1946）年 6 月に、第 3 次は同 24（1949）年に行われ、日米平
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　燃油は、魚 1,500 貫（5,625 キログラム）の出荷に対して、







































昭和 23 年 昭和 27 年
船名 船頭名 船名 船頭名
????
長功丸 小野寺亀三郎 長功丸 小野寺正一
八千代丸 伊東民治郎 八千代丸 村上昭二
第 1 栄丸 前川稲四郎 第 1 栄丸 菊田利夫
第 2 栄丸 菊田栄之 第 2 栄丸 菊田栄之








日康丸 伊東三治 第 5 日康丸 伊東三治
福田丸 伊東寛一 第 7 日康丸 村上留治
共盛丸 樋口清美 五水丸 伊東寛一
香取丸 村上長三郎 春日丸 樋口清美
幸神丸 吉田弥太郎 香取丸 白幡文雄
天神丸 菊田俊光 太陽丸 伊東輝雄
拓洋丸 村上秀雄 油津丸 白幡一郎























　小野寺会長は設立に向けて、準備を進め第 1 回の準備会を 4 月 5 日に開催することとし、大島の



























　　　　　　　 御酒 3 斗　　　4 合瓶 40 本―各委員手配





















あって総会は終了し、その後行われた祝賀会も盛会で、午後 5 時 30 分に閉会したと記録されてい
た。こうして結成された「大島村遠洋漁業者組合」の第 1 回の行事として、出漁祈願祭が行われ
た。次のような通知が各船に達せられた。








地区名 船頭 船長 機関長 通信士
船舶職員免状
甲 2 乙 1 乙 2
崎浜 9 2 1 4 11
要害 3 2 2 1 2 5
浅根 4 4 4 1 9 3
長崎 3 7 3 1 15 4
高井 1 2 3 1 2 1
廻舘 1 1 1 3 2
田尻 2 4 2 1 3 3
浦の浜 3 2 2 2 3 3
磯草 2 1 2 1 8 3
外浜 1 1 2 1
新王平 1 2 2 4
亀山
合計 30 26 19 10 1 53 40
（大島郷土誌刊行委員会の調査を基に作成）
　出船行事も終わり、各船は目指す漁場へと出港して





























3．講習種別　航海士（丙種、乙 2 ）　　　機関士（丙種、乙 2 ）
4．期間　　　昭和 24 年 3 月 10 日から
5．講師　　　大日本水産会技師
　　　　　　 航海科　苔口良治　　機関科　小林章之
6．人数　　　各科とも 30 人　合計 60 人
7．受講料　　600 円










 （「大島漁協文庫」昭和 24～25 年船舶職員養成講習関係書類）
　受講申込みには、村内はもちろん近隣町村からも多くの申込みがあり、定員を突破する程であっ
たので、各科とも増員し航海科 67 人、機関科 45 人、合計 112 人が受講することとなった。
　閉講式は 4 月 8 日に行われ、講習生を代表して伊東亀雄が謝辞を述べている。引き続き大島で臨
時船舶職員試験が施行され、その成績は、表 3 のとおりであった。
　昭和 29（1954）年の「船舶職員法」改正により、この年の 9 月 1 日以降、旧海技免状の使用範囲
が縮小され、新法による免状取得が必要となった。
　今回も遠洋漁業者からの要望を受けて、大島漁業組合が主催して講習会が行われた。期間は昭和












乙二 丙 乙二 丙
大　島 7 32 4 22 65
唐　桑 2 5 2 6 15
松　岩 1 1 3 5
階　上 2 2 4
大　谷 4 2 6
歌　津 1 1 2
志津川 1 1
雄　勝 2 2
岩手県 1 3 4
栃木県 1 1
石川県 1 1


















?? ?? ?? ??
?
1?
大島 24 2 1 2 6 13 22 2 12 12
他地 26 2 1 2 6 15 24 2 12 14
合計 50 4 2 4 12 28 46 4 24 26
?
2?
大島 14 6 1 3 4 12 2 9 4
他地 9 1 5 3 9 8 1
合計 23 7 1 8 7 21 2 17 6
???大島
他地 2 1 1 2 1 1
合計 2 1 1 2 1 1
?
1?
大島 24 2 1 2 6 13 22 2 12 12
他地 26 2 1 2 6 15 24 2 12 14
合計 50 4 2 4 12 28 46 4 24 26
?
2?
大島 6 1 5 5 1 4 2
他地 11 1 1 2 3 4 11 9 2


































1 第 13 明神丸 千葉留三郎 木 122 13 38 51 歌津 有 主頭 70 30 16 68
2 海和丸 村上米治 木 99 50 4 54 大島 頭 72 28 15 65 31
3 第 2 海晴丸 〃 鋼 95 50 5 55 大島 頭 72 28 15 66 32
4 第 7 豊丸 木田豊吉 122 51 1 52 唐桑 有 主頭 72 28 15 61 33
5 第 2 精良丸 畠山泰蔵 木 136 54 1 55 〃 主頭 72 28 15 68
6 大功丸 村田兵治郎 木 135 59 59 〃 有 頭 72 28 15 66 30
7 第 2 勝栄丸 勝倉和平 170 58 9 67 〃 主頭 70 30 16 57 33
8 長功丸 菅原長之助 木 79 35 2 37 大島 主頭 70 30 16 61 32
9 文英丸 貝塚文蔵 99 49 5 54 唐桑 有 頭 72 28 17 58
10 光照丸 斉藤繁衛門 115 46 1 47 〃 有 頭 72 28 16 65 32
11 第 3 稲荷丸 亀谷一義 鋼 143 58 1 59 〃 頭 70 30 17 65 31
12 第 5 稲荷丸 〃 木 99 43 4 47 〃 頭 70 30 17 65 30
13 第 2 白鷹丸 梶原影義 43 12 55 〃 有 主頭 70 30 16 63 35
14 第 31 日光丸 三上望見 97 48 6 54 〃 16 66 37
15 第 3 福長丸 鈴木達太郎 木 99 42 9 51 〃 有 主頭 70 30 14 70 32
16 第 5 宝松丸 吉川弘之 鋼 154 60 60 〃 主頭 72 28 15 59 31
17 恵比寿丸 畠山政市 木 101 45 4 49 〃 有 主頭 70 30 15 70 32
18 第 3 大和丸 鈴木市之進 木 97 44 4 48 〃 有 頭 72 28 14 56 28
19 日之出丸 畠山政明 鋼 190 60 60 〃 主頭 70 30 16 65 33
20 第 2 福徳丸 小山市郎 鋼 169 20 36 56 〃 有 頭 45 55 15 65 29
21 第 8 宝成丸 鈴木栄松 168 56 2 58 〃 頭 72 28 16 57 32
22 第 5 宝成丸 〃 97 50 50 〃 頭 72 28 15 62
23 第 3 清寿丸 亀谷亀寿 鋼 99 57 57 〃 主頭 70 30 18 68 30
24 第 5 金生丸 鈴木清七 木 99 44 6 50 〃 主頭 72 28 16 68
25 第 8 福吉丸 鈴木俊平 98 47 1 48 〃 頭 72 28 18 55 34
26 千代田丸 鈴木国雄 鋼 253 59 59 〃 主頭 72 28 15 66 29
27 第 1 栄丸 前川稲四郎 107 22 1 23 大島 主頭 70 30 16 58 24
28 第 2 栄丸 〃 184 51 9 60 〃 主頭 70 30 15 62 31




















唐桑村 642 59 20 2 5 10 6 102 744
鹿折村 393 104 1 105 498
大島村 469 30 1 31 500
気仙沼町 97 16 9 2 20 22 11 80 177
松岩村 343 17 17 360
階上村 493 16 16 509
大谷村 328 10 4 14 342
















創業者とする 2 代目の数は 5 人であった。
（ 2 ）乗組船員について



















16 人、「船頭単独で決定」とするものが 12 人となっている。その頃の慣行としてこの割合は船
主 70 パーセント、船員 30 パーセントで配分されていたが、昭和 25（1950）年に、唐桑村漁夫労
働組合と小鯖定置小鯖遠洋漁業組合と、本吉郡カツオ・マグロ漁業組合との間で締結された協定



























漁労長 9 7 2
船　長 10 6 4
機関長 10 6 4
通信士 12 10 1 1
小　計 41 29 11 1
甲板長 7 5 1 1
航海士 5 5
船　員 452 252 100 82 6 1
かしき 14 11 3
小　計 478 273 104 83 6 1















































・給与が比較的安定している幹部船員家庭では「不足なし」とする数は、29 人で 70 パーセントを
占めている。



















で解決してほしいと、菊田征市村長に願い出た。菊田村長は昭和 26（1951）年 4 月の改選で村長に
就任し、その年に発生した、宝幸丸遭難の補償問題を解決した実績があったので、小野寺船長も村
長に助力を求めたのであった。
















　　　立替金、26 年鰹漁残金、25 年操業手当、別口　合計 215 万 1,842 円 22 銭。
（答）　当方の調べでは 4,592 円 70 銭の違いがあるが大筋で認める。
（問）　今後の支払いは。








で 11 月 20 日まで支払うとする約束は実行されず、船員たちは失望と怒りを募らせ単独で行動する
人も出てきた。若い船員 2 人は会社に赴き直談判を申し出たが、団体交渉中との理由で断られ、帰
りの旅費 400 円ずつ貰って帰ったとの記録が残されている。
　その年の 12 月 30 日に小野寺船長宛てに、小切手で 20 万円の支払いがあった。村長は重ねて請
求文書を発送した。
先日送金 20 万円は早速船員家庭に配分し喜ばれた。家族たちは正月を控えているので残金
の早期支払いを望んでいる。旧暦 12 月 20 日まで 50 万円送金してほしい。
 （「大島村役場文書」No. 173）





　元新山丸乗組員小野寺登美松外 40 数名に対する給料未払金 98 万余円を左記期日に相違な
く支払うことを誓います。
　昭和 27 年 5 月末日金 20 万円、同 6 月末日 39 万円、同 7 月 20 日残金全部支払い
尚小野寺亀松船頭より申込みありし船頭手当の件及歩合金外の 1 人 2 分の手当の件につきま
しては給与支払いの前後に於て考慮致します。


























　この後、9 月になって 20 万円の送金があっただけで送金が途絶えたので、全日海や海運局の勧告






（1953）年 1 月に菊田村長は、全日海宛に「新山丸が 400 万円の水上げがあったとのこと。今回支
払いがない場合は強制執行を望む」と文書を送った。この直後、船主から 10 万円送金があった
が、村長は「あまりの少額なので船員家族も困っている」と全日海に書信した。
















和 27（1952）年 1 月に、大島関係船員 41 人分の未払い賃金 3,347,476 円の支払いを請求した。これ
に対して社長は、支払いを渋り誠意のない返答を繰り返していた。
▶▶▶ 138
　役場から村長名で発した文書数は、昭和 30（1955）年 4 月までに 22 回を数えるが、これに対し
て回答のあったのは 6 回だけで、依然として支払い遅延が続いていた。
























　結成準備会は昭和 27（1952）年 4 月 12 日、大島村役場で開催され、各行政区ごとに船員代表を
選ぶこととし、代表者のいない地区では区長（行政委員）があたることとした。













申立年 申立者 船名 金額 催促文書発送年月
28. 6 村上 栄証丸 5,000
28. 7 菅原 歓喜丸 8,000 28. 2・28. 11・残金受領
29. 11 村上 新山丸 29,120 29. 12・30. 6・30. 8・30. 11
30. 1 2 人 深井商店 14,000 30. 2・30. 2・30. 4・30. 8・30. 11
30. 1 2 人 渡辺商店 19,450 30. 4・30. 4・30. 8・30. 11
30. 2 2 人 森田商店 10,000 30. 4・30. 8・30. 11
30. 4 全員 八千代丸



















































　昭和 27（1952）年に大島の前川漁業部では、マグロ専用船として第 3 栄丸（248 トン）を三重県
強力造船場で造船した。この船は当時の木造船で、日本一大きいマグロ船といわれた船であった。
　翌 28（1953）年には角十水産の第 7 精良丸、高茂水産の第 8 八千代丸などマグロ専用船が、続々
と建造されるようになった。『海鳴りの記』に所収の昭和 30（1955）年代までに建造された気仙沼
地方の専用船には、下記のような船名がみえる。
第 3 栄丸（248 トン・前川稲四郎）　　　第 7 精良丸（畠山泰蔵）　　
第 2 海和丸（344 トン・村上米治）　　　第 5 健勝丸（80 トン・足利金兵衛）　
第 3 千鳥丸（84 トン・千葉留三郎）　　　第 7 昭福丸（179 トン・臼井福治）　






た。大島の船主や船元をする船では、旧暦 4 月 8 日の久
須師神社の祭典後に南の海に出港し、　その後、魚群を
追って北上し、お盆のころには金華山沖に達した。さら





表彰者氏名 生年 乗船経歴 現職（昭和 25 年時点）
船 長・船 頭
前川稲四郎 明治 29 華洋丸機関士、共栄丸船長 昭和 21 年　栄丸船主、船頭
熊谷豊之進 31 天王丸、広生丸船長（徴用沈没） 昭和 20 年　客船 1 大島丸船長
吉田弥太郎 35 大正 10 年　機関士免状、新山丸機関士 昭和 25 年　共盛丸船頭
伊東三治 41 金比羅丸、福田丸、越高丸船長 昭和 24 年　日康丸船頭
樋口清美 43 昭和 10 年　海形丸、23 年　共盛丸船長 昭和 25 年　春日丸船長
菊田俊光 宮島丸、大宮丸、国宮丸船頭 昭和 25 年　天神丸船頭
村上作一 昭和 12 年　海晴丸機関長 昭和 23 年　海晴丸船長
機 関 長
桜田喜市 30 大正 8 年　機関士免状、勤続 33 年 北辰丸機関長
水上俊雄 30 喜久丸、松尾丸機関長 昭和 17 年　海軍徴用
小野寺保治 30 大正 14 年　機関士免状、豊丸機関長 福田丸機関長
村上三郎 33 大正 7 年　機関士免状、以来機関長 昭和 15 年　岩手丸機関長
熊谷慶四郎 35 大正 4 年　機関士免状、昭和 9 年　船長免状 昭和 9 年　客船亀山丸機関長
村上義雄 40 昭和 12 年　神光丸機関長 昭和 14 年　長功丸機関長
村上愛蔵 45 昭和 6 年　芙蓉丸機関長 昭和 11 年　長新丸機関長



















1 51 千鳥丸 気仙沼 乙 2 33 27 伊勢丸 茨城 機関長 乙長
2 51 勝栄丸 気仙沼 船頭 乙 2 34 25 宝幸丸 三崎
3 51 朝日丸 新潟 船頭 乙 2 35 24 天佑丸 気仙沼
4 49 優勝丸 高知 船頭 乙 2 36 24 開運丸 福島
5 45 神明丸 気仙沼 37 24 栄福丸 福島
6 44 天佑丸 気仙沼 38 23 稲荷丸 気仙沼
7 43 朝日丸 新潟 39 22 神明丸 気仙沼
8 40 協伸丸 40 22 天佑丸 気仙沼
9 40 日康丸 福島 41 22 船長 乙 1
10 39 古峰丸 唐桑 船頭 乙 2 42 22 耕洋丸 気仙沼
11 39 古峰丸 43 22 福吉丸 唐桑
12 36 日康丸 福島 船頭 乙 2 44 22
13 36 海形丸 気仙沼 45 22 宝幸丸 三崎
14 34 宝幸丸 三崎 46 22 福陽丸 福島
15 32 漁吉丸 気仙沼 船長 乙 2 47 22 博洋丸
16 32 海成丸 気仙沼 48 21 朝日丸
17 32 北光丸 北海道 機関長 乙 2 49 21 勝栄丸 気仙沼
18 31 得栄丸 50 20 神明丸 気仙沼
19 31 気仙沼 51 20 乙 2
20 30 福陽丸 福島 52 20 優勝丸 高知 船長 乙 2
21 30 勝栄丸 気仙沼 53 19 漁吉丸 気仙沼
22 30 54 19 朝日丸
23 30 晴和丸 気仙沼 船長 55 19 球丸 三崎
24 30 朝日丸 56 19 金栄丸 福島
25 30 57 19 球丸 三崎
26 30 58 18 神明丸 気仙沼
27 29 59 18 天佑丸 唐桑
28 29 金栄丸 福島 船頭 60 天佑丸 唐桑
29 29
30 29 宝幸丸 三崎 乙 2






















































和 19（1944）年 9 月 21 日には、釣ってきたカツオ 1,480 本を米の代替として、全村民に配給し食
生活の安定に寄与したのであった。
































ていた。昭和 30（1955）年代に 39 型船の融資が始まると、前川漁業部でも 39 型を建造して近海漁
にも参画していった。
　しかし大型船建造の意志も強く、昭和 38（1963）年には第 16 栄丸を建造し、菊池卯太郎船頭の
下 25 名が乗り組み初航海に出港した。初航海 37 日間の操業で 1,975 万円の水上げの好成績で、こ
のときの船員一人当たりの配当は 18 万 6 千円であった。















　櫻田鶴松（浦の浜）・小野寺安雄（高井）・遠藤勲（高井）の 3 人である。昭和 28（1953）年に 3
人は、精良丸（木造・98 トン）を共同船として購入してマグロ漁を創業した。
　3 人の団結と誠実な経営で実績を伸ばし、昭和 45（1970）年には、第 5 共勝丸（鋼船・192 トン）












に文書を発するなどして指導していた。大正 12（1923）年 6 月の文書では、勘定は 1 航海ごとに行
うように、賃金は 1 ヶ月ごとに支給することを要請し、前貸し金は弊害があるので廃止せよと指導
していた。しかし、こうした提案は経営者からは受け入れられないまま、古い慣習は戦後まで続い









般船員まで殆どを大島出身者で占めていた。表 12 は、第 5 共勝丸の
昭和 39（1964）年の船員名簿である。
　23 人の船員のうち 16 人が大島出身者で、年齢構成では 10 代から
20 代の船員が半数を占める若く活気に満ちた船であった。この船の
昭和 39（1964）年、3 航海目の操業メモがある。
昭和 39 年 5 月 11 日 17 時　浦の浜港を出航。
6 月 4 日漁場に到着して初縄。7 月 29 日まで 43 回操業。漁獲
約 103 トン。このうち 82 トンを母船野島丸に水上げし 630 万
円の売りであった。
8 月 1 日から母船を離れて単独行動に入り、おかへと入れたが















1 43 唐桑 中卒 一機関
2 39 大島 中卒 甲板長
3 36 鹿折 中卒 甲板員
4 31 大島 中卒 操機長
5 30 唐桑 中卒 機関員
6 30 大島 中卒 甲板員
7 28 大島 中卒 甲板員
8 27 宮古 甲板員
9 26 大島 中卒 甲板員
10 25 大島 中卒 機関員
11 24 大島 水高卒 機関長
12 24 唐桑 養成卒 通信士
13 23 大島 水高卒 漁労長
兼一航
14 23 松岩 水高卒 船長
15 22 大島 養成卒 甲板員
16 22 大島 水高卒 甲板員
17 22 大島 中卒 機関員
18 22 大島 中卒 甲板員
19 19 唐桑 中卒 甲板員
20 19 大島 水高卒 甲板員
21 18 大島 水高卒 甲板員
22 18 大島 中卒 甲板員
























　昭和 26（1951）年 11 月、新山丸賃金未払い問題が起きると、菊田征市村長は解決のため会談や
文書による催告を行っていたが、最終的には全日海塩釜支部の協力により解決することができた。
　それ以後も未払い船主と交渉を行い、成果を上げたので、大島の漁船員たちは全日海の組織と団
結に賛同して続々と組合に加入し、その数は 89 人を超えた。昭和 27（1952）年 3 月 25 日には全日
海大島分室結成大会を開き、塩釜支部大島分室としてスタートしたのであった。
2）労働協約の締結




















　この両者の初会合は、昭和 39（1964）年 4 月 21 日に鰹鮪会館で開かれた。今後の漁業経営の在
り方、特に漁船労働問題について意見を交換したが、両者とも労働協約の必要を認め、近く本格的
な研究協議を行うこととして閉会した。
　労使ともに労働協約締結を目指して準備中の昭和 40（1965）年 4 月に、北洋サケ・マス漁に出漁





　気仙沼地方のカツオ・マグロ船の労働協約が締結されたのは、昭和 41（1966）年 11 月 1 日であ
る。宮城県北部鰹鮪船主協会（会長臼井福治）と、気仙沼船員組合（組合長三上忠義）との間で 65
条に及ぶ労働協約書が成立し、その実施事項として「賃金規定」が設定された（写真 5 ）。
　船員の雇用については特別の事情がない限り通年雇用とし、労働時間は 1 日 8 時間労働を原則と




船の規模に関係なく職制別に定め、漁労長から見習船員まで 15 段階に設定されている（表 13）。







2,250 円、合計 11,250 円が給料である。これに
8,100 円の航海日当がつき、合計 19,350 円が 1 ヶ
月の賃金となる。
　水上げ実績に応じて支給される生産奨励金は、
船型① 180 トン・② 250 トン・③ 280 トン・④










漁労長 25,000 6,250 31,250 15,900 47,150
船　長 18,000 4,500 22,500 13,200 35,700
機関長 21,000 5,250 26,250 13,200 39,450
通信長 18,000 4,500 22,500 13,200 35,700
一　航 15,000 3,750 18,750 10,500 29,250
一　機 15,600 3,900 19,500 10,500 30,000
二　航 13,500 3,375 16,875 10,500 27,375
二　機 14,000 3,500 17,500 10,500 28,000
衛生管理 13,000 3,250 16,250 10,500 26,750
甲板長 15,600 3,900 19,500 10,500 30,000
冷凍長 14,000 3,500 17,500 10,500 28,000
司厨長 13,000 3,250 16,250 10,500 26,750
機関員 12,900 3,225 16,125 8,100 24,225
甲板員 12,000 3,000 15,000 8,100 23,100



















120 240 290 350 400
18,000
以上
150 300 370 440 510
25,000
以上





180 トン型 250 トン型 280 トン型 340 トン型
人 率 人 率 人 率 人 率
漁労長 1 200 1 200 1 200 1 200
船　長 1 150 1 150 1 150 1 150
機関長 1 170 1 170 1 170 1 170
通信長 1 150 1 150 1 150 1 150
一　航 1 125 1 125 1 125 1 125
一　機 1 130 1 130 1 130 1 130
二　航 1 115 1 115 1 115
二　機 1 120 1 120 1 120
甲板長 1 139 1 130 1 130 1 130
冷凍長 1 120 1 120 1 120 1 120
司厨長 1 110 1 110 1 110 1 110
衛生管理 1 110 1 110 1 110 1 110
機関員 4 105 5 105 6 105 7 105
甲板員 10 100 9 100 10 100 10 100
見習員 80 80 80 1 80
定員合計 24 26 28 29
配分率計 2815 3055 3260 3465
配分率は職務経歴の技術の優劣により 0.2 代内の加減を認める
（「大島村役場文書」共勝丸関係綴を基に作成）
　①の 180 トン型船の場合最低水上高は 9,700,000 円で、これを超える 13,800,000 円から 16,200,000
円までは超過額の 27.5％。16,200,000 円から 17,200,000 円までは超過額の 30％。17,200,000 円から














　海洋法をめぐる国連海洋法会議は、昭和 50（1975）年 4 月


























　昭和 43（1968）年に、領海問題を討議する「国連海洋法会議」が開かれ、領海を 12 海里まで認
め、そのほか 188 海里を、排他的経済水域とする案が示された。これまで、沿岸国領域近くでの操
業をしていた日本は反対の立場をとっていたが、昭和 51（1976）年にアメリカやソ連などが 200 海
里宣言を行うようになり、日本漁船の行動範囲と漁獲量が制限されるようになった。
　世界各国の 200 海里宣言に対して、日本はこれまで領海 3 海里としていたが、昭和 52（1977）年












は、マグロ船は 1 年に 3 、4 航海で入港して水上げしていたが、漁場の拡大により航海日数も長く
なり鮮度保持が問題となっていた。昭和 40（1965）年頃からマイナス 45 度で凍結して、40 度前後
保持する急速冷凍機を装備するようになり、水上げ高の増加をもたらしている。
　このような漁船性能の向上は長期航海を可能にし、大島の漁船員たちが多く乗る気仙沼地方のマ









































　大島中学校の進路傾向でも、昭和 30（1955）年代まで男子卒業生の 2 割は高校に進学し、6 、7 割
はすぐ、漁船員になった時代であったが、その後高校進学が増えたり、陸上の他産業への就職も多
くなり、年々漁船員志望者が減少する傾向であった。




















































気仙沼中学校　　　 8 名　　鹿折中学校　　　 8 名　　大島中学校　20 名
松岩中学校　　　　 6 名　　小原木中学校　　 5 名　　唐桑中学校　29 名
大谷中学校　　　　 8 名　　面瀬中学校　　　 2 名　　歌津中学校　 5 名
入谷中学校　　　　 1 名　　米山中学校　　　 1 名
気仙沼水産高校　　20 名　　広田水産高校　　 2 名








　加えて 55 歳定年を迎えた船員が、続々と下船するようになり、昭和 61（1986）年調べでは、遠
























昭和 46 年　遠洋　29.12 歳　　　近海　32.32 歳
昭和 51 年　遠洋　30.94 歳　　　近海　35.55 歳
昭和 56 年　遠洋　33.56 歳　　　近海　39.67 歳
昭和 61 年　遠洋　37.1 歳　　　近海　42.1 歳
 （『三陸新報』昭和 46 年 2 月 13 日）








































25％ 以内、同 7 年に 40％ 以内に拡大され、20
人乗り船の場合 8 人の外国人船員の混乗が認め
られていたが、それでも不足する対策として、






















































収支を合わせる仲積船方式が採用され、航海日数は 1 年から 2 年へと延びていった。
　昭和 35（1960）年頃から、マグロ資源の減少を示すデータが発表されていた。昭和 55（1980）
年、高知県カツオ・マグロ漁業組合連合会編「漁獲統計」に図 2 のようなグラフが載っている。　











合は昭和 46（1971）年 10 月 1 日より、南マグロ資源保護のため自主規制を行った。
　漁区は南アフリカ沖とオーストラリア沖で、この漁場での 30 キロ未満の小型マグロ漁獲を禁止
する措置をとった。しかし、他の海域での保護措置が取られず十分な効果が期待されなかった。


















昭和 53 年から 54 年までの暫定協定、入漁料一括 100 万キナ（1 キナ＝325 円）、許可証発行船の長さ
1 メートルにつき 7.5G キナ
ギルバート諸島
基本漁獲量カツオ 95,000 トン、マグロ 20,000 トン、基本入漁料 60 万米ドル、3 海里内操業禁止、隻
数 400 隻、漁獲記録報告義務あり
ソロモン
入漁料は基本漁獲量カツオ 6,000 トン、マグロ 2,000 トンに対し 35 万ソロモンドル、12 海里以内操
業禁止、補給入港特別制度
太平洋諸島信託統治領
入漁料は総額 200 万ドル（44,000 万円）202 トン以上のカツオ、マグロ船 1 隻 60 万円、制限 900
隻、沿岸 12 海里禁止、漁獲量報告義務
ニュージーランド
ミナミマグロ船 1 隻 9,000NZ ドル、キワダ、ビンナガ 1 隻 1,500NZ ドル、オブザーバーの受け入れ、
船体に符号記入、出入港通報義務
アメリカ合衆国
入漁料金 1 トン当たり 1 米ドル、オブザーバー乗船費用負担、船体・漁具にコールサイン表示義務、
12 海里内操業禁止
カナダ
船 1 トン当たり 1 カナダドル、操業 1 日。1 トン当たり 0.08 カナダドル、期間は 9 月～8 月、予告地
点にいること、漁獲情報報告
フランス






























































































昭和 56 年度 昭和 57 年度 合計
隻数 トン数 隻数 トン数 隻数 トン数
参加船 878 234,660 817 217,705 886 236,805
減船対象船 69 19,100 95 28,240 164 47,340
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157 ▶▶▶
4．戦後の遠洋漁業
　このときの減船対象船は 379 トン、船齢 10 年を
標準として行われ、救済交付金 1 億 200 万円、不用















　日 鰹 連　67 経営 116 隻
　遠かつ協　13 経営 16 隻

































1 級小型船舶操縦士―6 人　同 4 級操縦士、一級海上特殊無線技士、大型自動車、
フォークリフト、クレーン、玉掛けなど 1 ～ 2 人ずつ（陸上勤務の資格取得が目立つ）
⑤その他の意見
外国人船員を減らして日本人船員を増やしてほしい
 （『三陸新報』平成 11 年 10 月 14 日）
　このころ離職した気仙沼地方の漁船員の動向について、東北運輸局気仙沼海運支局によると、減







































で、ニシン 1,600 貫を積み込み、昭和 26（1951）年 4 月 8 日、午後 3 時 20 分同港を出港した。
　9 日 12 時 10 分に、気仙沼出張所宛に「午前 10 時持田三崎通過、明朝 2 時頃函館入港の予定、
SE の風 3 、雪」（第 2 健勝丸受信）と通信している。
　しかし、予定時刻にも入港せず心配していたところ、4 月 10 日早朝、檜山支庁久遠村長磯海岸 1
里余りの間に、宝幸丸船名入りの救命浮輪 4 個・魚槽蓋大 2 個・その他船橋材などが漂着している










































　その結果、昭和 26（1951）年 11 月 17 日裁許され 17 名の遺族に対して、「遺族年金証書」が交付
された。残りの 5 名に対する年金や、葬祭料支給についても運動を続け、翌 27（1952）年 1 月に宮
城県社会保険審査官が来村して、遺族から聞き取り調査を行った。担当者は、「この結果を厚生省
に報告し法の範囲内で支給されるよう努力する」と答えていた（「大島村役場文書」による）。









　気仙沼港海形水産所属の第 10 海形丸（192 トン）は、南太平洋に出漁し毎日定時に気仙沼漁業無





昭和 25（1950） 2/11 若潮丸が八丈島沖で遭難
昭和 26（1951） 3/ 5 第 7 宝幸丸北海道沖で沈没、大島 7 人死亡
昭和 27（1952） 3/27 栄福丸（福島）遭難、15 人死亡
昭和 28（1953） 12/16 トロール船大雄丸遭難、大島 2 人不明に
昭和 34（1959） 9/26 明神丸大船渡沖で座礁、26 人死亡
昭和 38（1963） 4/24 福寿丸（福島）広田沖で座礁、19 人死亡
3/29 栄宝丸（岩手）　大島 3 人を含む全員死
昭和 40（1965）   1/ 9 日興丸（気仙沼）遭難、11 人死亡
4/ 9 天洋丸船員 1 人海中転落死亡
昭和 42（1967） 1/16 唐桑漁船員が海中転落で死亡
昭和 43（1968） 7/31 操業中のマグロ船員 1 人転落死亡
昭和 45（1970） 1/ 5 博洋丸（唐桑）犬吠埼沖で船火事
8/ 5 気仙沼船カロリン島沖で座礁船体放棄
昭和 46（1971） 1/ 7 長福丸ホール沖で座礁し船体放棄
10/27 万栄丸潮岬沖で船火事、全員脱出
昭和 47（1972） 3/17 福洋丸犬吠埼沖で座礁、全員救助
5/ 2 ハワイ沖で気仙沼船当直員転落死亡
6/ 8 開運丸（福島）福島沖で遭難 2 人死亡
6/ 9 海形丸（気仙沼）船火事、20 人不明に
昭和 49（1974） 6/11 気仙沼マグロ船マーシャル沖で座礁
8/ 7 千鳥丸北海道沖で漁船同士衝突 3 人死亡
10/19 春洋丸（気仙沼）日本海で行方不明に
昭和 50（1975） 1/ 6 気仙沼海上保安署管内 49 年海難事故は 100 件を超えたと発表
4/24 北洋流網船（唐桑）で火災、1 人負傷
5/ 1 大西洋でマグロ船が衝突し 11 人不明に
11/13 なか丸（岩手）歌津沖で転覆 16 人不明
12/11 銚子沖で気仙沼漁船から 1 人転落死亡
昭和 51（1976） 1/ 8 50 年の海難数、船舶事故 321 件、人身事故 44 人（保安署発表）
5/ 北洋で藤栄丸火災、当地方 5 人死亡
昭和 52（1977） 2/17 金華山沖でマグロ船機関長転落死亡
昭和 53（1978） 2/10　宝洋丸がメジュロ島沖で座礁
昭和 55（1980） 10/ 5 寅丸が北海道沖で不明に、当地 14 人乗不明に
昭和 56（1981） 6/ 5 手扇丸北海道沖で沈没、当地 5 人不明
6/30 気仙沼漁業無線局が県漁業無線公社に統合された
昭和 57（1982） 6/ 6 万栄丸（気仙沼）金華山沖で衝突
10/27 消息を絶っていた正一丸発見される
昭和 58（1983） 9/ 6 歌津沖で貨物船同士が衝突、4 人不明
昭和 60（1985） 1/ 6 気仙沼保安署、59 年船舶事故 19 件、死亡行方不明 4 人と減少傾向と発表
1/12 マグロ船船員、えいに刺されて死亡
2/11 野島沖で気仙沼船員 2 人海中転落死
昭和 62（1987） 1/ 6 61 年海難事故 54 件と発表
昭和 63（1988） 1/ 6 62 年管内船員転落死亡不明は 26 人
3/11 ハワイ沖海形丸衝突事故で沈、全員無事
平成 1（1989） 3/ 6 北勝丸船火事で船員 4 人死亡
平成 2（1990） 8/18 気仙沼本吉船員は前年 230 減り遂に 6000 人を割る
平成 4（1992） 2/19 大龍丸（15 人乗）中部太平洋で消息を絶つ。3.18 捜索打切　10.14 葬儀
平成 5（1993） 1/ 6 4 年海難。死亡不明 13 人、負傷 10 人
3/31 県漁業無線公社気仙沼支局が閉局。大正 14 年 4 月開局から 45 年の歴史を閉じる
7/ 8 ペルー沖で伊東丸爆発炎上全員救助
平成 6（1994） 4/15 ハワイ沖で気仙沼船員海中転落死
10/13 サンマ船金華山沖で沈没、全員救助
12/27 近海マグロ市内船員海中転落死
平成 11（1999） 12/10 ベーリング海で底引船転覆 12 人不明に
平成 17（2005） 10/19 北海道沖でサンマ船転覆 7 人死亡
平成 18（2006） 10/ 8 千代丸牡鹿半島沖で遭難全員死亡
平成 20（2008） 12/ 5 祐喜丸金華山沖で火災で沈没全員救助
平成 21（2009） 5/20 共栄丸ボート発見。2 人死亡生存 3 人
平成 24（2012） 9/24 三重県カツオ船金華山沖沈没 13 人不明

















出身地別　大島 8 人　市内 7 人　歌津 2 人　岩手県 3 人　青森県 1 人
 （『三陸新報』昭和 47 年 6 月 14 日）
　海形丸は気仙沼港を出航し、ハワイ諸島カフルイに寄港して飲料水などを補給して 6 月 8 日午前
2 時同島を出港、ジョンストン島南の漁場に向かったが、付近で操業中の県内船成田丸が海形丸の
無線を受信したのを最後に、消息不明となった。会社では、8 日の電話で「この辺で 3 回位操業し
て 7 月中旬頃帰港する」と話していたという。
　気仙沼鰹鮪組合に設置された捜索本部では、付近の県内船などに捜索を依頼するとともに、アメ
リカのコーストガード（沿岸警備隊）にも捜索を要請した。地元の第 21 大喜丸・第 27 神明丸・第
31 神明丸などが捜索点を中心に捜索を開始し、第 31 神明丸を指令船として 12 隻の僚船によっ
て、海域を分担してジグザグに捜索を展開した。一方、アメリカ側からは飛行機も出動し、空と海
との両方から懸命の捜索活動が行われたが船影を発見することができなかった。
　6 月 18 日になって、捜索船第 25 幸栄丸（153 トン）より海形丸の船体発見の通信が対策本部に
入った。火災により船体は燃え、人はいない模様とのことであった。幸栄丸が接舷して調べたとこ
ろブリッジから船尾にかけて真っ黒に焼け、ブリッジの窓ガラスは粉々に壊れていた。
　船内に残されていた機関日誌には、6 月 9 日 18 時までの記入があり、これらの状況から出火時刻
は 10 日朝の定時交信時までの約 12 時間の間と推定された。
















4 人である。私と船長と何人かは一緒に 1 時間位泳いでいたが、次第に波が荒くなってきた
ので燃えている船の近くに泳いで行ったら無人の救命ボートを発見したので乗り込んで救助
を待っていたら、アメリカのヘリコプターによって救助された。
 （『三陸新報』昭和 47 年 6 月 25 日）
　6 月 24 日に捜索にあたっていた県指導船宮城丸から、アメリカ沿岸警備隊では海形丸を沈船処
分するので立会うことになったと気仙沼の対策本部に連絡があった。警備隊では船体に穴を開け、














　こうして育った少年たちは、高等小学校を卒業すると 7 、8 割は当然のように漁船に乗った。昭
和 40（1965）年頃には、中学校の卒業式を待って新人船員を乗せて出港する船もあった。
　昭和 36（1961）年 3 月 22 日、大島小学校 PTA 機関誌「くぐなり」に「卒業生の将来の希望と











































































昭和 43 年 昭和 48 年 昭和 62 年
男 女 計 男 女 計 男 女 計
気仙沼高校 14 14 6 6 15 15
気仙沼水産高校 34 34 11 11 13 13
鼎が浦高校 44 44 27 27 17 17
津谷高校 1 1 1 5 6
気仙沼西高校 3 16 19
米谷高校 2 2 6 6
大船渡高校 2 2 1 1
畠山学園 11 11
増子学園 2 2 15 15
北上高校 1 1
職業訓練校 6 6 5 5 1 1
宮古海員学校 1 1
漁　　船 17 17 3 3
関東方面 2 9 11
近県就職 2 2
就　　職 6 6










　平成 28（2016）年 10 月 23 日三陸新報に「未来へ馳せる将来の夢」として、大島中学校生徒（男


























地区名 船頭 船長 機関長 通信士
船舶職員免状
甲 2 乙 1 乙 2
崎　浜 9 2 1 4 11
要　害 3 2 2 1 2 5
浅　根 4 4 4 1 9 3
長　崎 3 7 3 1 15 4
高　井 1 2 3 1 2 1
廻　舘 1 1 1 3 2
田　尻 2 4 2 1 3 3
浦の浜 3 2 2 2 3 3
磯　草 2 1 2 1 8 3
外　浜 1 1 2 1
新王平 1 2 2 4
亀　山




船籍地 船名 船頭氏名 船籍地 船名 船頭氏名
気仙沼 第 3 光洋丸 前川　栄 唐桑 第 8 日興丸 佐藤信也
〃 第 52 海形丸 三浦左一 塩釜 第 28 福吉丸 村上　勲
〃 第 1 昭福丸 小野寺剛 〃 第 55 大吉丸 菊田勝男
〃 第 8 千代丸 小野寺笑夫 〃 第 78 漁安丸 村上正人
〃 第 20 千代丸 小野寺智和雄 〃 第 51 松丸 鈴木英雄
〃 第 1 幸栄丸 村上千秋 〃 第 18 大吉丸 小野寺忠蔵
〃 第 3 幸栄丸 村上　実 〃 第 55 福吉丸 小野寺力夫
〃 第 1 長功丸 菊池忠市 〃 第 55 大林丸 三浦孝雄
〃 第 8 精良丸 菊池文定 福島 第 38 福陽丸 村上良喜
〃 第 78 長功丸 畠山昌行 〃 第 55 大徳丸 村上善夫
〃 第 80 長功丸 菊池武人 〃 第 58 千歳丸 小野寺剛
〃 第 8 大功丸 山口冨士雄 〃 第 31 長久丸 村上晴男
〃 第 6 漁吉丸 畠山　剛 〃 第 38 三王丸 菊田紀三郎
〃 第 11 精良丸 畠山　勝 〃 第 51 辰巳丸 小松忠夫
〃 第 67 千代丸 村上忠夫 〃 第 35 大陽丸 白幡祐城
〃 第 2 大功丸 小野寺一 北海道 第 13 金勢丸 小野寺国雄
〃 第 3 千鳥丸 菅原利明 〃 第 37 春日丸 津島輝哉
〃 第 78 健勝丸 小松　豊 〃 第 27 春日丸 津島芳郎
〃 第 28 昭福丸 小野寺亨 〃 第 35 瑞宝丸 村上友雄
〃 第 38 精良丸 小松貞夫 岩手 徳運丸 柴田富士男
〃 第 20 千鳥丸 菊田勝行 〃 第 58 欣栄丸 村上勝義
〃 第 1 勇漁丸 小野寺正男 富山 富山丸 小山力男
〃 第 3 千代丸 小野寺久義 〃 第 35 美登丸 伊東文雄
唐桑 第 68 福洋丸 村上勝彦 〃 第 1 富山丸 村上昭太郎
〃 第 38 日之出丸 村上　敏 和歌山 第 15 宮浦丸 村上貞勝
〃 第 28 恵比寿丸 津島　力 〃 宮浦丸 村上　均
〃 第 68 天佑丸 谷井正芳 茨城 第 36 鹿島丸 小野寺賢一
〃 第 3 大和丸 小野寺良一 インドネシア ルシャン 5 村上芳太郎
〃 第 6 天佑丸 三浦　照 〃 28 ソロタイ 水上俊文
〃 第 1 日興丸 村上文夫 白幡房雄
〃 第 18 大和丸 熊谷和男 小松富一
〃 第 31 八幡丸 三浦富雄 伊東輝雄
〃 第 88 福洋丸 白幡勝保 村上　昱
〃 第 88 福徳丸 水上勝義 千葉　実
〃 第 3 福徳丸 菅原和人
〃 第 51 大喜丸 菅原　宏
























































（平成 28 年）?? ?? ????? ??????? ????








1 昭和 3 18 26 28 33 37 21 23 31 55 18
2 5 17 23 24 19 34 10
3 7 18 27 30 32 20 24 61 30
4 10 20 24 27 22 63 36
5 11 18 27 32 22 23 25 59 28
6 12 16 23 27 57 30
7 12 16 31 41 23 27 60 19
8 16 18 18 28 31 20 27 63 33
9 17 18 20 22 23 55 33











いる。10 人のうち 5 人は、20～23 歳の間
に「乙 2 」を取得し、その後も勉学して



















































　5 人が 20 歳代に経験している。
④船長または機関長






・船長経験 0 年　　―1 人
・船長経験 1 年　　―2 人
・船長経験 2 ～ 4 年―5 人




・ケース 2 の 34 歳船頭の退職は陸上勤
務会社創設のため。
・55 歳～59 歳退職者―4 人
・60 歳以上での退職者―5 人
・半数の人は 55 歳定年後 60 歳代まで乗
船していた。




















　昭和 30（1955）年、新船大功丸（村田水産）に移り、船長となったが 3 航海目に体調を崩し、気
仙沼に戻ると有栄丸（福島県）の船長として乗船し、その後、乙種船長免状を取得した。
　昭和 31（1956）年、気仙沼畠山水産の第 7 精良丸から声がかかり二等航海士として乗船した。当
時漁場の制限もない時代で、インド洋へ向かい約 3 ヶ月で満船して母港へ水上げする時代であっ
た。その後、同社では、10 号・12 号精良丸を造船し船長として迎えられた。その後、12 号の船頭
として抜擢された。菊池船頭 31 歳のときであった。初船頭の成果は 2 ヶ月で 800 万円の水上げと
いう当時の平均水準より遥かに高い水上げ記録で、順調なスタートであった。
　以後、会社は 8 号・35 号・38 号の新船を建造したが、いず
れも菊池船頭が操業指揮をしていた。8 号精良丸初航海では、
西経まで進出しミナミマグロ 40 トンを積んで帰港し、航海日























写真 22　菊池文定船頭（2016 年 9月撮影）
▶▶▶ 170
9．大島海友会

























（目的） 第 2 条　本会は会員相互の親睦を図り、当市水産業の発展に寄与することを目的と
する。





（組織） 第 5 条　本会は当市出身者にして、かつて水産業に従事し本会の目的に賛同するも
のを以って組織する。


















昭和 52 年（1977）　唐桑海友会との第 1 回交流会（からくわ荘）、以後持ち廻りで開催
昭和 53 年（1978）　大島・唐桑海友会交流会（大島会場）講話「 2 百海里と漁業」
昭和 54 年（1979）　映画「男たちの海」鑑賞
昭和 55 年（1980）　研修旅行。志津川湾銀鮭養殖場
昭和 56 年（1981）　創立 10 周年記念会、会員表彰、『航跡十年』刊行、気仙沼市海難慰霊祭
参列、気仙沼市より「船員結婚相談員」に 9 人委嘱。
昭和 57 年（1982）　気仙沼市より活動助成金 10 万円交付（以後毎年）
昭和 58 年（1983）　海難遺児支援チャリティーコンサート
昭和 60 年（1985）　会員 113 人。定期総会 94 人出席
昭和 61 年（1986）　講話「船員の結婚問題」
　　　　　　　　 全日海 OB 会に村上優副会長出席
　　　　　　　　 全日本海員組合より 5 万 6 千円の助成金交付
平成元年（1989）　第 18 回定期総会、20 周年記念事業計画
　　　　　　　　 記念誌の発行と涙の松由来碑建立を計画
平成 2 年（1990）　20 周年記念事業の募金開始、実行委員会の組織、由来碑場所、碑文選定
計画、工事契約
平成 3 年（1991）　由来碑工事、記念誌編集　6 月 8 日　定期総会（公民館）、涙の松由来碑
除幕式（亀山頂上）、記念誌『航跡二十年』刊行、















（ 3 ） 公民館まつり・地区花火大会での「かぶと焼き」奉仕
　毎年夏に行われる浦の浜花火大会、秋の公民館まつりにも特
技の「かぶと焼き」を提供してイベントを盛り上げている。
（ 4 ）大島開発総合センターの指定管理業務を担当
　気仙沼市より委託を受けて、大島開発総合センターの管理を担当している。会員で当番を編成
し、日中から夜間まで輪番で常駐し、施設の管理と利用指導を行っている。
（ 5 ）研修旅行の実施
　見聞を広め、交流を深めるため研修旅行を実施している。
（ 6 ）海難遺児の支援活動
　海難遺児を励ますためイベントのときに募金を行って、資金団体に寄付している。
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